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■
父
と
取
り
組
む
農
業

　
大
学
卒
業
後
、
東
京
で
一
般
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
し

た
。
就
職
し
て
四
年
経
過
し
、
環
境
を
変
え
て
働
い
て
み

た
い
と
、
家
族
に
相
談
し
、
地
元
に
戻
っ
て
農
業
を
し
よ

う
と
決
意
し
ま
し
た
。
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変
化
す
る
栽
培
環
境
・
条
件
に
対
応
し
て

�

適
期
作
業
・
品
質
安
定
の
実
現
目
指
す



　
現
在
は
、
父
と
一
緒
に
お
茶
七
㌶
、
人
参
四
・
五
㌶
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
経
営
は
別
々
で
す
が
、
管
理
や
収
穫
な

ど
の
作
業
は
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
の
時
期
は

人
参
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
日
量
で
約
三
～
四
㌧
を
収
穫

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
産
は
、
播
種
期
の
乾
燥
や
肥
大
期

の
低
温
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
い
い

出
来
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　■
環
境
に
合
わ
せ
た
工
夫

　
近
年
は
、
冬
の
気
温
が
比
較
的
高
温
な
た
め
、
人
参
の

収
穫
が
前
倒
し
に
な
る
傾
向
に
あ
り
、
作
業
効
率
や
品
質

に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
播
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、

適
期
作
業
や
効
率
化
を
図
っ
た
り
、
人
参
の
株
間
を
調
整

し
て
、
規
格
外
品
の
発
生
を
抑
え
、
品
質
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
参
部
会
で
は
、
優
良
品
種
選
定
の
た
め
の
比

較
栽
培
に
取
り
組
み
、
適
期
作
業
の
実
現
に
向
け
て
実
証

を
進
め
て
い
ま
す
。

　■
大
変
さ
も
楽
し
さ
も

　
根
物
野
菜
は
、
収
穫
す
る
ま
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
収
穫
を
迎
え
、
い
い
品
質
に
仕
上
が
っ

た
と
き
は
、
心
か
ら
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
夏
場
の
作
業
は
体

力
的
に
も
大
変
で
す
が
、
頑
張
っ
た
だ
け
の
結
果
が
作
物

の
品
質
に
表
れ
る
の
で
、
い
い
物
が
で
き
た
時
は
つ
ら
い

作
業
も
こ
な
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
ど
ち
ら
の
作
物
も
疎
か
に
し
な
い
よ
う
に
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
た
作
業
で
、
安
定
し
た
品
質
の
生

産
を
続
け
た
い
で
す
。
経
営
面
で
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る

工
夫
を
凝
ら
し
て
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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南さつまTOPICS

　
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
は
一
月
十
八

日
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ａ

役
職
員
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
支
所
女
性
部
の
役
員
と
、
Ｊ
Ａ
役

職
員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
て
意
見
交

換
を
行
い
、
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
、

女
性
部
活
動
の
活
性
化
と
Ｊ
Ａ
の
事
業

発
展
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
中
原
田
ま
す
代
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
制
限
が
多
い
状
況
だ
が
、
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

外観を厳正に審査する関係者

意見交換を行う女性部員ら

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会
は
二
月
九

日
、
Ｊ
Ａ
果
樹
選
果
場
で
「
き
ん
か
ん

春
姫
®
」
の
果
実
品
評
会
を
開
催
し
、

最
高
賞
で
あ
る
Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
中
村

勝
雄
さ
ん（
加
世
田
）が
輝
き
ま
し
た
。

　
管
内
か
ら
十
四
点
が
出
品
さ
れ
、
南

薩
地
域
振
興
局
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
関
係
者

ら
が
外
観
や
糖
度
等
を
厳
正
に
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
他
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
南
さ
つ
ま
市
長
賞
＝

�

中
村
幸
雄
（
加
世
田
）

▽
ブ
ラ
ン
ド
推
進
本
部
長
賞
＝

�

中
山
千
恵
子
（
加
世
田
）

Ｊ
Ａ
組
合
長
賞
に
中
村
勝
雄
さ
ん

「
き
ん
か
ん
春
姫
®
」果
実
品
評
会

語
る
会
で
意
見
交
換

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
女
性
組
織
協
議
会

地域農業の課題について意見交換を行う関係者ら

政
と
の
連
携
強
化
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
県
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
県
青
協
の
メ

ン
バ
ー
、
振
興
局
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど

三
十
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
振
興
局
職
員
が
、
さ
つ
ま

い
も
基
腐
病
対
策
や
労
働
力
確
保
、
各

政
策
・
補
助
金
制
度
の
活
用
な
ど
、
南

薩
地
域
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み
を
説
明
し
、
情
報
提
供
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会

で
は
、
青
年
部
員
が
日
頃
の
農
業
経
営

で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
要
望
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。

　
県
青
協
の
前
原
祐
樹
会
長
は
「
今
回

で
得
ら
れ
た
こ
と
を
農
業
経
営
の
課
題

解
消
や
充
実
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
振
興
局
農
政
普
及
課
の
今
徳
か
お
り

課
長
は
「
若
手
農
家
の
支
援
は
県
の
重

要
な
方
針
。
生
産
者
や
各
自
治
体
、
Ｊ

Ａ
な
ど
と
連
携
し
て
、
南
薩
地
域
の
農

業
や
生
産
者
個
人
が
抱
え
る
課
題
を
共

有
し
て
、
今
後
も
情
報
交
換
や
具
体
的

な
対
策
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

地
域
農
業
の
課
題
を
県
と
共
有
し
、

解
決
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し
よ
う

と
、
Ｊ
Ａ
県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会

は
一
月
十
二
日
、
南
薩
地
域
振
興
局
と

の
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
農

業
の
現
状
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に
向

け
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
県
青
協
が
事
業
計
画
に
掲
げ
る
「
行

地
域
農
業
の
課
題
を
共
有Ｊ

Ａ
県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会
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Ｊ
Ａ
は
、
国
の
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病

対
策
推
進
事
業
や
県
の
補
助
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
二
月
に
Ｊ
Ａ
塗
木
選
果
場

に
処
理
機
一
台
を
設
置
し
、
さ
ら
に
三

月
に
も
一
台
導
入
す
る
予
定
で
す
。
初

め
て
稼
働
し
た
二
月
四
日
に
は
、
Ｊ
Ａ

川
辺
広
域
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
種
芋
を
処

理
し
、
関
係
職
員
が
操
作
方
法
や
仕
組

み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
、
近
年
被
害
が
深

刻
化
す
る
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
対
策
と

し
て
、
種
芋
の
蒸
熱
消
毒
を
行
う
基
腐

用
蒸
熱
処
理
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
健

全
な
種
芋
の
確
保
に
繋
げ
、
生
産
安
定

を
目
指
し
ま
す
。

　
蒸
熱
消
毒
と
は
、
水
蒸
気
と
熱
で
処

理
を
行
う
方
法
で
、
一
回
の
処
理
で
約

五
〇
〇
㌔
（
コ
ン
テ
ナ
二
十
四
個
分
）

を
処
理
し
ま
す
。
四
十
八
℃
で
四
十
分

間
処
理
し
、
基
腐
病
の
原
因
と
さ
れ
る

菌
を
死
滅
さ
せ
ま
す
。

　
一
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
、
各
地
で
葉

た
ば
こ
の
播
種
式
が
行
わ
れ
、
生
産
者

や
関
係
者
ら
が
二
〇
二
二
年
産
の
豊
作

と
良
質
な
生
育
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
南
九
州
市
頴
娃
町
の
共
同
苗
床
で
は

一
月
十
一
日
、
頴
娃
・
知
覧
・
枕
崎
地

区
の
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
が

播
種
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

鹿
沼
土
に
混
ぜ
る
従
来
の
ま
き
方
に
加

え
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
を
ま
き
ま
し

た
。

　
二
十
二
年
産
は
、
頴
娃
・
知
覧
・
枕

崎
地
区
の
生
産
者
十
八
人
が
約
四
八
・

六
㌶
で
の
栽
培
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

南
九
州
市
葉
た
ば
こ
振
興
会
の
飯
伏
勝

則
会
長
は
「
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
が
、
今
年
も
的
確
な
作
業
で
高コーティング種子をまく関係者ら（頴娃共同苗床）

蒸熱処理機に種芋を入れる職員

健全種芋の確保が期待される蒸熱処理機

さ
つ
ま
い
も
種
芋
の
蒸
熱
処
理
機
を
導
入ＪＡ

南
さ
つ
ま

豊
作
願
い
葉
た
ば
こ
播
種

各
地
区
で
播
種
式
を
開
催

葉たばこの種をまく関係者ら（加世田共同苗床）

品
質
生
産
に
取
り
組
も
う
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
さ
つ
ま
市
の
加
世
田
共
同

育
苗
施
設
で
は
、
一
月
二
十
一
日
に
葉

た
ば
こ
の
播
種
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
南
さ
つ
ま
（
加
世
田
・
金
峰
）、

川
辺
地
区
の
生
産
者
や
関
係
者
ら
約
六

十
人
が
出
席
し
、播
種
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
南
さ
つ
ま
、
川
辺
地
区
で

十
六
人
が
、
四
三
・
五
㌶
を
栽
培
す
る

予
定
で
す
。
南
さ
つ
ま
総
代
区
の
総
代

を
務
め
る
下
釜
祐
樹
さ
ん
は
「
生
産
者

は
減
少
し
た
が
、創
意
工
夫
し
な
が
ら
、

近
年
の
天
候
変
動
に
負
け
ず
、
良
質
な

た
ば
こ
生
産
に
励
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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　ＪＡの女性部サークルに加入しています。
絵手紙教室や手芸教室などに参加し、うまく
はできませんが、おしゃべりが楽しくて毎回
参加しています。

（南九州市知覧町　Ｔ．Ｋさん）

　ご参加いただき、ありがとうございま
す。部員さん同士とお話をしたり、交流を
深めて仲間づくりができることも女性部活
動の楽しみのひとつだと思います。今後も
ぜひご参加ください。

　今年もきんかんの木にオレンジ色のかわ
いい果実がたくさん実っています。家族が作
るきんかん漬けが早く食べたくなりました。

（南さつま市加世田　Ｓ．Ａさん）

　きんかん漬け美味しいですよね！むかし
から風邪やのどに効くといわれるきんかん
を食べて元気に過ごして、寒い冬を乗り切
りたいですね！

おたよりコーナー
郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を掲載
いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、総合
対策部　くらし広報課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。
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Ｑ…お仕事は？
Ａ…�枕崎市の南方神社で権禰宜をしています。社務
所で受付やご祈祷などをしています。

Ｑ…権禰宜になったきっかけは？
Ａ…�結婚して神社に嫁ぐことになり、権禰宜の資格
取得を目指し始めました。東京で約１カ月間の
神職養成講習を受けて、資格を取得しました。

Ｑ…嬉しかったことや大変だったことは？
Ａ…�初めの頃は、神社のしきたりや言葉などがよく
わかりませんでしたが、家族に教わりながら少
しずつ慣れていきました。３人の子どもの子育
てとの両立になりますが、自分のできる範囲で
務めています。女性の神職は少ないですが、県
内の女性神職が集まる機会があり、同じ境遇の
方々もいるので、共感することも多く、勉強に
なる事もたくさんあります。 Ｑ…今後の目標は？

Ａ…�地域の方々がより訪れやすい憩いの場や心の拠り所
になれるように精進したいと思います。
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